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https://www.smd-am.co.jp

■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券

信託期間 2009年４月30日から2028年10月12日まで

運用方針 投資信託証券への投資を通じて、実質的
に、主として米国のハイイールド債に投
資し、安定的な収益の確保と信託財産の
中長期的な成長を目指して運用を行いま
す。

主要投資対象 当ファンドは以下の投資信託証券を主要
投資対象とします。

PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテ
ジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド）

PIMCOバミューダU.S.ハイイールド・
ファンド（Ｍ）（米国のハイイールド
債等に投資）

SMAM・マネーインカムファンド＜適格
機関投資家限定＞

マネーインカム・マザーファンド（円
貨建の短期公社債および短期金融商品
に投資）

当ファンドの
運用方法

■米国のハイイールド債中心に投資し、
安定的な収益の確保と信託財産の中長
期的な成長を目指して運用を行いま
す。

■運用指図に関する権限の一部をピムコ
ジャパンリミテッドに委託します。

■実質的に組み入れる外貨建資産につい
ては、原則として対円での為替ヘッジ
を活用し、為替変動リスクの低減を図
ります。

組入制限 ■外貨建資産への直接投資は行いませ
ん。

分配方針 ■毎月12日（休業日の場合は翌営業日）
に決算を行い、分配を行います。

■分配対象額の範囲は、経費控除後の繰
越分を含めた利子、配当等収益と売買
益（評価損益を含みます。）等の全額
とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準・市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

三井住友・
米国ハイ・イールド債券ファンド

（為替ヘッジ型）
【運用報告書（全体版）】

第31作成期（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

第 181 期/第 182 期/第 183 期
決算日2024年５月13日　決算日2024年６月12日　決算日2024年７月12日

第 184 期/第 185 期/第 186 期
決算日2024年８月13日　決算日2024年９月12日　決算日2024年10月15日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、実

質的に、主として米国のハイイールド債に投資

し、安定的な収益の確保と信託財産の中長期的な

成長を目指して運用を行います。当作成期につい

ても、運用方針に沿った運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

（参 考 指 数）
I C E  B o f A M L  B B - B  U S
H i g h  Y i e l d  I n d e x

投資信託
証券組入
比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

（円換算ベース、
ヘッジあり）

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
157期（2022年５月12日） 4,794 10 △3.5 230.90 △3.4 99.1 2,032
158期（2022年６月13日） 4,765 10 △0.4 229.78 △0.5 98.9 2,018
159期（2022年７月12日） 4,641 10 △2.4 223.71 △2.6 98.7 1,951
160期（2022年８月12日） 4,852 10 4.8 235.32 5.2 99.0 2,034
161期（2022年９月12日） 4,698 10 △3.0 228.22 △3.0 98.2 1,969
162期（2022年10月12日） 4,479 10 △4.4 216.85 △5.0 98.8 1,862
163期（2022年11月14日） 4,580 10 2.5 222.48 2.6 99.3 1,870
164期（2022年12月12日） 4,645 10 1.6 226.53 1.8 98.8 1,891
165期（2023年１月12日） 4,683 10 1.0 229.51 1.3 98.8 1,890
166期（2023年２月13日） 4,637 10 △0.8 227.38 △0.9 98.9 1,849
167期（2023年３月13日） 4,557 10 △1.5 223.71 △1.6 98.6 1,822
168期（2023年４月12日） 4,611 10 1.4 227.69 1.8 98.6 1,842
169期（2023年５月12日） 4,583 10 △0.4 227.07 △0.3 98.6 1,820
170期（2023年６月12日） 4,572 10 △0.0 226.90 △0.1 98.6 1,802
171期（2023年７月12日） 4,553 10 △0.2 226.49 △0.2 98.6 1,784
172期（2023年８月14日） 4,566 10 0.5 227.68 0.5 98.6 1,788
173期（2023年９月12日） 4,546 10 △0.2 227.21 △0.2 98.7 1,777
174期（2023年10月12日） 4,451 10 △1.9 222.84 △1.9 99.0 1,732
175期（2023年11月13日） 4,473 10 0.7 225.17 1.0 98.4 1,721
176期（2023年12月12日） 4,565 10 2.3 230.43 2.3 98.9 1,738
177期（2024年１月12日） 4,631 10 1.7 234.83 1.9 98.9 1,736
178期（2024年２月13日） 4,620 10 △0.0 234.78 △0.0 98.4 1,724
179期（2024年３月12日） 4,615 10 0.1 235.04 0.1 99.0 1,710
180期（2024年４月12日） 4,558 10 △1.0 232.78 △1.0 98.7 1,678
181期（2024年５月13日） 4,580 5 0.6 234.14 0.6 98.9 1,664
182期（2024年６月12日） 4,573 5 △0.0 234.30 0.1 98.9 1,635
183期（2024年７月12日） 4,603 5 0.8 236.62 1.0 99.1 1,584
184期（2024年８月13日） 4,612 5 0.3 237.20 0.2 98.8 1,579
185期（2024年９月12日） 4,656 5 1.1 239.81 1.1 98.9 1,583
186期（2024年10月15日） 4,645 5 △0.1 239.77 △0.0 98.8 1,572

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※参考指数は、当報告書作成時に知りえた情報をもとに当社が独自に計算し、設定時を100として、指数化しています。なお、基準価額の反

映を考慮した日付の値を使用しています。

※ICE BofAML BB-B US High Yield Indexは、ICE Data Indices,LLC、その関係会社（「ICE Data」）及び／又はその第三者サプライヤーの

財産であり、三井住友DSアセットマネジメント株式会社による使用のためにライセンスされています。ICE Data及びその第三者サプライ

ヤーは、その使用に関して一切の責任を負いません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

当作成期中の基準価額と市況等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

ICE BofAML BB-B US High Yield Index 投資信託証券
組 入 比 率

騰 落 率
（円換算ベース、
ヘ ッ ジ あ り） 騰 落 率

第181期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2024年４月12日 4,558 － 232.78 － 98.7

４月末 4,559 0.0 232.53 △0.1 98.9

（期　末）
2024年５月13日 4,585 0.6 234.14 0.6 98.9

第182期

（期　首）
2024年５月13日 4,580 － 234.14 － 98.9

５月末 4,560 △0.4 233.04 △0.5 98.8

（期　末）
2024年６月12日 4,578 △0.0 234.30 0.1 98.9

第183期

（期　首）
2024年６月12日 4,573 － 234.30 － 98.9

６月末 4,582 0.2 234.83 0.2 98.7

（期　末）
2024年７月12日 4,608 0.8 236.62 1.0 99.1

第184期

（期　首）
2024年７月12日 4,603 － 236.62 － 99.1

７月末 4,616 0.3 237.13 0.2 98.7

（期　末）
2024年８月13日 4,617 0.3 237.20 0.2 98.8

第185期

（期　首）
2024年８月13日 4,612 － 237.20 － 98.8

８月末 4,659 1.0 239.81 1.1 99.4

（期　末）
2024年９月12日 4,661 1.1 239.81 1.1 98.9

第186期

（期　首）
2024年９月12日 4,656 － 239.81 － 98.9

９月末 4,684 0.6 241.48 0.7 99.3

（期　末）
2024年10月15日 4,650 △0.1 239.77 △0.0 98.8

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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分配金再投資基準価額（円）: 左軸

基準価額（円）: 左軸

参考指数 : 左軸

純資産総額（百万円）: 右軸

作成期首 4,558円

作成期末 4,645円
（当作成期既払分配金30円（税引前））

騰 落 率 ＋2.6％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、ICE BofAML BB-B US High Yield Index（円換算ベース、ヘッジあり）です。
※ICE BofAML BB-B US High Yield Indexは、ICE Data Indices,LLC、その関係会社（「ICE Data」）及び／又はその第

三者サプライヤーの財産であり、三井住友DSアセットマネジメント株式会社による使用のためにライセンスされてい
ます。ICE Data及びその第三者サプライヤーは、その使用に関して一切の責任を負いません。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

基準価額の主な変動要因（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、主として米国のハイ・イールド債券に投資し
ました。実質的に組み入れる外貨建資産については、対円での為替ヘッジを活用し、為替変動リ
スクの低減を図りました。
　なお、運用指図に関する権限の一部をピムコジャパンリミテッドに委託しています。

上昇要因
●金利収入を得たこと
●株式市場が堅調に推移するなど投資家心理が改善し、米国ハイ・イールド債券のスプ

レッド（国債に対する上乗せ金利）が縮小したこと
●利下げ期待の高まりなどから米国国債の利回りが低下したこと

下落要因
●ヘッジコストがかかったこと
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

投資環境について（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

米国ハイ・イールド債券市場は、上昇しました。

　期前半は、インフレの鎮静化などを背景
に早期の利下げ観測が強まったことを受け、
株式市場が堅調に推移するなど投資家心理
が改善し、スプレッドは縮小しました。
　期後半は、軟調な経済指標が相次ぎ、米
国の景気後退懸念が意識されたことで一時
的にスプレッドが拡大する局面が見られた
ものの、再び早期の利下げ観測が強まった
ことから株式市場が上昇に転じスプレッド
は縮小しました。実際に９月には利下げが
行われました。
　期を通じて見ると、債券からの金利収入
に加え、米国国債利回りの低下やスプレッ
ドの縮小がプラス要因となり、米国ハイ・
イールド債券市場は上昇しました。
　セクター別では銀行などの金融や小売セ
クターなどが市場平均を上回るパフォーマ
ンスとなりました。一方、自動車やヘルス
ケアセクターなどが市場平均を下回るパ
フォーマンスとなりました。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

当ファンド

　当ファンドは「PIMCO U.S.ハイイール
ド・ストラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジ
ド）」および「ＳＭＡＭ・マネーインカムファ
ンド＜適格機関投資家限定＞」を主要投資対
象とし、「PIMCO U.S.ハイイールド・スト
ラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド）」の組
入れを高位に保ちました。

PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジー
ファンド－Ｊ（JPYヘッジド）

　米国の景気後退のリスクに留意し、慎重
な姿勢を維持しながらも、投資妙味のある
業種・銘柄の選別を行いました。具体的に
は、旅行などのコト消費への消費スタイル
の変化から恩恵を受けるホテルなどへの投
資比率を高めとした一方、大規模な設備投
資が必要であり、商品市況の変動から影響
を受けやすい金属・鉱業などへの投資比率
を低く抑えました。
　上記の結果、サポートサービスセクター
や自動車セクターなどにおける銘柄選択が
マイナスとなった一方、その他金融セク
ターにおける銘柄選択などがプラスとなり
ました。

ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド
＜適格機関投資家限定＞

　主として、円貨建ての短期公社債および
短期金融商品に投資し、安定した収益の確
保を目指した運用を行いました。

ポートフォリオについて（2024年４月13日から2024年10月15日まで）
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

ベンチマークとの差異について（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

　当ファンドは運用の指標となるベンチマークはありませんが、参考指数としてICE BofAML 
BB-B US High Yield Index（円換算ベース、ヘッジあり）を設けています。
　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

基準価額と参考指数の騰落率対比

※当作成期の基準価額は分配金再投資ベース、各期は分配金（税引前）込み。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

分配金について（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、基準価額水準等を勘案し、以下の通りといたしまし
た。
　なお、留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用いたします。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第181期 第182期 第183期 第184期 第185期 第186期

当期分配金 5 5 5 5 5 5
（対基準価額比率） （0.11％） （0.11％） （0.11％） （0.11％） （0.11％） （0.11％）

当期の収益 5 3 5 5 5 2
当期の収益以外 － 1 － － － 2

翌期繰越分配対象額 477 475 479 481 485 482
※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収

益率とは異なります。

２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、「PIMCO U.S.ハイイールド・
ストラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド）」
および「ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド
＜適格機関投資家限定＞」を主要投資対象と
し、安定的な収益の確保と信託財産の中長
期的な成長を目指して運用を行います。

PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジー
ファンド－Ｊ（JPYヘッジド）

　米国については、インフレが沈静化し、
経済成長率と雇用の伸びが鈍化するなか、
ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）は９月に利
下げを実施しました。米国における個人消
費は引き続き底堅く、投資の伸びも加速し
ていると思われることから、ＰＩＭＣＯで
は米国が景気後退入りする可能性は低いと
考えています。一方、景気は緩やかな減速
が続くとみられ、当面はＦＯＭＣ（米連邦公
開市場委員会）が開催される度に0.25％の利
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下げが実施されると予想しています。労働
市場の一段の悪化が確認されれば利下げ
ペースが速まる可能性もあります。
　米国ハイ・イールド債券については、デ
フォルト（債務不履行）率は緩やかな上昇傾
向にあるものの、依然として過去平均を下
回る低い水準で推移しています。スプレッ
ド水準が長期的な平均に比べて縮小してい
るなかで、インフレの再加速や地政学リス
クの高まりなどにより投資家心理が悪化す
る場合には注意が必要であると考えます。
しかし、ハイ・イールド企業の多くは2020
年から2021年の低金利環境下で借換えを行
い十分な手元流動性を確保していることか
ら、一部の脆弱な企業を除いてファンダメ
ンタルズ（基礎的条件）の健全性は維持され
るとみています。上述の見通しの下、当戦

略は慎重な姿勢を維持しながらも、投資妙
味のある業種・銘柄の選別を行う方針です。
具体的には、長期的な技術進歩などの恩恵
を享受でき、かつキャッシュフローが安定
している、一部のテクノロジーセクター銘
柄などへの投資比率を高めとします。一方、
大規模な設備投資が必要であり、商品市況
の変動から影響を受けやすい金属・鉱業な
どへの投資比率を低く抑える方針です。

ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド
＜適格機関投資家限定＞

　引き続き、主として、円貨建ての短期公
社債および短期金融商品に投資し、安定し
た収益の確保を目指した運用を行います。

３ お知らせ
約款変更について

●信託期間の延長に伴い、信託約款に所要の変更を行いました。 （適用日：2024年７月10日）
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

１万口当たりの費用明細（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 41円 0.895％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は4,610円です。

投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （22） （0.476）

（販 売 会 社） （18） （0.392）

（受 託 会 社） （1） （0.028）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 3 0.068 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （3） （0.068）

（そ の 他） （－） （－）

合 計 44 0.963

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
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※ １の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている外国投資信託証券）の費用は、シェアクラスの経費
率です。運用管理費用と運用管理費用以外の費用を、目論見書に記載している料率にもとづき区別し
ています。投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を計算しています。ただし、
投資先ファンドでの運用管理費用は、当ファンドの運用委託報酬の中から負担しているため、開示す
べき運用管理費用はありません。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている国内投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用
は、「１万口当たりの費用明細」をもとに、投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費
用を計算しています。

※ １と ２の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。

※上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証
券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率
に、投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は1.89％です。

参考情報 総経費率（年率換算）

総経費率（１＋２） 1.89％
１ 当ファンドの費用の比率 1.89％

２
投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00％
投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00％

総経費率
1.89％

運用管理費用
（投信会社） 0.93％

運用管理費用
（受託会社） 0.05％

その他費用
0.13％

運用管理費用
（販売会社） 0.77％

運用管理費用
0.00％

運用管理費用以外
0.00％

投資先ファンドの費用 0.00％2 当ファンドの費用 1.89％１
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利害関係人との取引状況等（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

当作成期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

当作成期中の売買及び取引の状況（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

投資信託証券

当 作 成 期

買 付 売 付

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額

国内
口 千円 口 千円

PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド） － － 24,428 133,974

※金額は受渡し代金。

※国内には、円建ての外国籍投資信託証券を含みます。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2024年４月13日から2024年10月15日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

組入れ資産の明細（2024年10月15日現在）

ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
作 成 期 首 作 成 期 末

口 数 口 数 評 価 額 組 入 比 率

口 口 千円 ％
PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド） 300,611 276,183 1,533,644 97.5

SMAM・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞ 19,910,404 19,910,404 19,990 1.3

合 計 20,211,015 20,186,587 1,553,634 98.8

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の比率。
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2024年５月13日)(2024年６月12日)(2024年７月12日)(2024年８月13日)(2024年９月12日)(2024年10月15日)

項 目 第 181 期 末 第 182 期 末 第 183 期 末 第 184 期 末 第 185 期 末 第 186 期 末

(A) 資 産 1,669,514,928円 1,640,909,218円 1,590,932,959円 1,583,533,319円 1,588,913,602円 1,577,324,619円

コール・ローン等 22,745,162 23,217,642 19,992,687 22,899,913 23,309,543 23,690,375

投資信託受益証券(評価額) 1,646,769,766 1,617,691,576 1,570,940,272 1,560,633,406 1,565,604,059 1,553,634,244

(B) 負 債 5,153,959 5,030,398 6,415,583 4,362,569 5,278,927 4,395,014

未払収益分配金 1,816,868 1,788,725 1,721,025 1,712,114 1,700,465 1,693,157

未 払 解 約 金 665,804 665,410 2,207,389 22,087 1,100,255 74

未 払 信 託 報 酬 2,487,954 2,392,930 2,303,836 2,445,035 2,294,874 2,518,450

その他未払費用 183,333 183,333 183,333 183,333 183,333 183,333

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,664,360,969 1,635,878,820 1,584,517,376 1,579,170,750 1,583,634,675 1,572,929,605

元 本 3,633,737,141 3,577,451,263 3,442,050,700 3,424,229,373 3,400,930,156 3,386,314,938

次期繰越損益金 △1,969,376,172 △1,941,572,443 △1,857,533,324 △1,845,058,623 △1,817,295,481 △1,813,385,333

(D) 受 益 権 総 口 数 3,633,737,141口 3,577,451,263口 3,442,050,700口 3,424,229,373口 3,400,930,156口 3,386,314,938口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,580円 4,573円 4,603円 4,612円 4,656円 4,645円

※当作成期における作成期首元本額3,682,250,275円、作成期中追加設定元本額4,942,042円、作成期中一部解約元本額300,877,379円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本

の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定する受

益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。

投資信託財産の構成 （2024年10月15日現在）

項 目
作 成 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 1,553,634 98.5

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 23,690 1.5

投 資 信 託 財 産 総 額 1,577,324 100.0
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損益の状況
自2024年４月13日
至2024年５月13日

自2024年５月14日
至2024年６月12日

自2024年６月13日
至2024年７月12日

自2024年７月13日
至2024年８月13日

自2024年８月14日
至2024年９月12日

自2024年９月13日
至2024年10月15日

項 目 第 181 期 第 182 期 第 183 期 第 184 期 第 185 期 第 186 期
(A) 配 当 等 収 益 7,430,466円 3,676,152円 3,526,706円 3,497,112円 3,474,759円 3,455,819円

受 取 配 当 金 7,429,058 3,675,073 3,525,242 3,494,772 3,471,611 3,452,288
受 取 利 息 1,408 1,079 1,464 2,340 3,148 3,531

(B) 有価証券売買損益 5,039,077 △    2,089,863 11,059,039 3,675,823 15,878,675 △    2,981,968
売 買 益 5,170,487 15,463 11,243,412 3,693,543 15,965,726 66,075
売 買 損 △      131,410 △    2,105,326 △      184,373 △       17,720 △       87,051 △    3,048,043

(C) 信 託 報 酬 等 △    2,671,287 △    2,576,263 △    2,487,169 △    2,628,368 △    2,478,207 △    2,701,783
(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 9,798,256 △      989,974 12,098,576 4,544,567 16,875,227 △    2,227,932
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △1,304,541,639 △1,276,083,129 △1,230,016,349 △1,213,057,067 △1,201,574,632 △1,181,050,141
(F) 追加信託差損益金 △  672,815,921 △  662,710,615 △  637,894,526 △  634,834,009 △  630,895,611 △  628,414,103

(配当等相当額) (　   45,264,162) (　   44,594,378) (　   42,932,798) (　   42,734,871) (　   42,483,121) (　   42,324,372)
(売買損益相当額) (△  718,080,083) (△  707,304,993) (△  680,827,324) (△  677,568,880) (△  673,378,732) (△  670,738,475)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,967,559,304 △1,939,783,718 △1,855,812,299 △1,843,346,509 △1,815,595,016 △1,811,692,176
(H) 収 益 分 配 金 △    1,816,868 △    1,788,725 △    1,721,025 △    1,712,114 △    1,700,465 △    1,693,157

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,969,376,172 △1,941,572,443 △1,857,533,324 △1,845,058,623 △1,817,295,481 △1,813,385,333
追加信託差損益金 △  672,815,921 △  662,710,615 △  637,894,526 △  634,834,009 △  630,895,611 △  628,414,103
(配当等相当額) (　   45,264,162) (　   44,594,378) (　   42,932,798) (　   42,734,871) (　   42,483,121) (　   42,324,372)
(売買損益相当額) (△  718,080,083) (△  707,304,993) (△  680,827,324) (△  677,568,880) (△  673,378,732) (△  670,738,475)
分配準備積立金 128,145,276 125,518,308 122,126,653 121,998,527 122,489,733 121,021,373
繰 越 損 益 金 △1,424,705,527 △1,404,380,136 △1,341,765,451 △1,332,223,141 △1,308,889,603 △1,305,992,603

※有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※投資信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託報酬の中から支弁している額は

5,399,384円です。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

第 181 期 第 182 期 第 183 期 第 184 期 第 185 期 第 186 期
(a) 経費控除後の配当等収益 5,838,646円 1,099,889円 2,925,309円 2,215,783円 3,029,921円 754,036円
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 0 0 0 0 0
(c) 収益調整金 45,264,162 44,594,378 42,932,798 42,734,871 42,483,121 42,324,372
(d) 分配準備積立金 124,123,498 126,207,144 120,922,369 121,494,858 121,160,277 121,960,494
(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 175,226,306 171,901,411 166,780,476 166,445,512 166,673,319 165,038,902

１万口当たり当期分配対象額 482.22 480.51 484.54 486.08 490.08 487.37
(f) 分配金 1,816,868 1,788,725 1,721,025 1,712,114 1,700,465 1,693,157

１万口当たり分配金 5 5 5 5 5 5

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
第181期 第182期 第183期 第184期 第185期 第186期

5円 5円 5円 5円 5円 5円
※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が個別元

本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

組入れ投資信託証券の内容
投資信託証券の概要

ファンド名 PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド）

形態 バミューダ籍契約型投資信託（円建て）

主要投資対象 「PIMCOバミューダU.S.ハイイールド・ファンド（Ｍ）」受益証券

運用の基本方針

・「PIMCOバミューダU.S.ハイイールド・ファンド（Ｍ）」受益証券を主要投資対象とし、ベンチ

マークを上回る投資成果を目指しつつ、トータルリターンの最大化を目指します。

・実質外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として対円での為替ヘッジ

を行います。

ベンチマーク ICE BofAML BB-B US High Yield Index（円ベース、ヘッジあり）

主な投資制限

・同一発行体の債券（国債、政府機関債、国際機関債等を除く）への実質投資割合は、総資産額の

３％以内とします。

・デリバティブおよび外国為替予約取引の利用は、原則としてヘッジ目的および資産の効率的な運

用に資することを目的とします。

・低流動性資産への実質投資割合は、ファンドの純資産総額の15％以内とします。

分配方針 毎月、原則として利子収入および売買益から分配を行う方針です。

運用管理費用 ありません。

その他の費用

ファンドの取引関連費用、法的費用、会計・監査および税務上の費用ならびにその他の費用を負担

します。

これらは、ファンドの運営状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことが

できません。

申込手数料 ありません。

投資顧問会社 パシフィック・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシー

購入の可否 日本において一般投資者は購入できません。

　以下には、「PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド－Ｊ（JPYヘッジド）」をシェアクラスとし

て含む「PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド」と、「PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジー

ファンド」が主要投資対象とする「PIMCOバミューダU.S.ハイイールド・ファンド（Ｍ）」の情報を、委託会

社において抜粋、要約して翻訳したものを記載しています。
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

損益計算書（2023年10月31日に終了した期間）

(1) PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド

(単位：千米ドル)

投資収益

受取利息 30

雑収入 166

総収益 196

費用

支払利息 1

総費用 1

投資純損益 195

実現純損益

有価証券に対する投資 53

関連ファンドに対する投資 4,954

OTC金融デリバティブ商品 (2,209)

外国通貨 (1)

実現純損益 2,797

未実現損益の純変動額

有価証券に対する投資 8

関連ファンドに対する投資 1,356

OTC金融デリバティブ商品 322

外貨建て資産および負債 0

未実現損益の純変動額 1,686

純損益 4,483

運用の結果による純資産の純増減額 4,678
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

(2) PIMCO バミューダ U.S.ハイイールド・ファンド（Ｍ）

(単位：千米ドル)

投資収益

外国税控除後の受取利息 17,192

雑収入 49

総収益 17,241

費用

支払利息 54

総費用 54

投資純損益 17,187

実現純損益

有価証券に対する投資 (8,255)

関連ファンドに対する投資 0

証券取引所または中央清算機関を介した金融デリバティブ商品 1,251

OTC金融デリバティブ商品 (97)

外国通貨 (5)

実現純損益 (7,106)

未実現損益の純変動額

有価証券に対する投資 7,984

関連ファンドに対する投資 0

証券取引所または中央清算機関を介した金融デリバティブ商品 (630)

OTC金融デリバティブ商品 (46)

外貨建資産および負債 99

未実現損益の純変動額 7,407

純損益 301

運用の結果による純資産の純増減額 17,488
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

投資明細表（2023年10月31日現在）

(1) PIMCO U.S.ハイイールド・ストラテジーファンド
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

(2) PIMCO バミューダ U.S.ハイイールド・ファンド（Ｍ）
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）
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三井住友・米国ハイ・イールド債券ファンド（為替ヘッジ型）

CC_24162891_07_ost三住DS_米国ハイイールド債券F（為替ヘッジ型）_投資明細表.indd   22 2024/12/10   17:09:48



〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1
https://www.smd-am.co.jp

■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／資産複合

信託期間 無期限（設定日：2008年３月31日）

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、円貨
建の短期公社債および短期金融商品に投
資し、安定した収益の確保を目指しま
す。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。

マネーインカム・マザーファンド

円貨建の短期公社債および短期金融商
品

当ファンドの
運用方法

マザーファンドへの投資を通じて、実質
的に以下の運用を行います。
■主として、円貨建の短期公社債および
短期金融商品に投資し、安定した収益
の確保を目指します。

組入制限 当ファンド

■株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の10％以下とします。

■外貨建資産への投資は行いません。

マネーインカム・マザーファンド

■株式への投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以下とします。

■外貨建資産への投資は行いません。

分配方針 ■年１回（毎年４月13日。休業日の場合
は翌営業日）決算を行い、以下の方針
に基づき分配を行います。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合
等には、委託会社の判断により分配を
行わないことがあります。

ＳＭＡＭ・
マネーインカム

ファンド
＜適格機関投資家限定＞

【運用報告書（全体版）】

（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

第 16 期

決算日 2024年４月15日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

円貨建の短期公社債および短期金融商品に投資

し、安定した収益の確保を目指します。当期につ

いても、運用方針に沿った運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

無 担 保 コ ー ル 翌 日 物 公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2023年４月13日 10,041 － 100.69 － 76.0

４月末 10,041 0.0 100.69 △0.0 70.9
５月末 10,041 0.0 100.69 △0.0 71.7
６月末 10,040 △0.0 100.68 △0.0 76.7
７月末 10,039 △0.0 100.68 △0.0 72.4
８月末 10,040 △0.0 100.67 △0.0 75.3
９月末 10,039 △0.0 100.67 △0.0 74.7
10月末 10,039 △0.0 100.67 △0.0 69.6
11月末 10,040 △0.0 100.66 △0.0 75.5
12月末 10,040 △0.0 100.66 △0.0 72.5

2024年１月末 10,040 △0.0 100.66 △0.0 78.4
２月末 10,038 △0.0 100.66 △0.0 76.8
３月末 10,039 △0.0 100.66 △0.0 66.3

（期　　　末）
2024年４月15日 10,038 △0.0 100.67 △0.0 68.0

※騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （参 考 指 数）

無担保コール翌日物 公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
12期（2020年４月13日） 10,058 0 △0.1 100.80 △0.0 70.2 789
13期（2021年４月13日） 10,049 0 △0.1 100.76 △0.0 76.3 898
14期（2022年４月13日） 10,044 0 △0.0 100.73 △0.0 76.7 864
15期（2023年４月13日） 10,041 0 △0.0 100.69 △0.0 76.0 803
16期（2024年４月15日） 10,038 0 △0.0 100.67 △0.0 68.0 757

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※無担保コール翌日物は、設定時を100として日々の無担保コール翌日物で運用したと仮定した当社計算値です。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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10,055

0
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1,000

期首 '23/5 6 7 8 9 10 11 12 '24/1 2 3 期末

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

参考指数 : 左軸

純資産総額（百万円）: 右軸

期　　首 10,041円

期　　末 10,038円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －0.0％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、無担保コール翌日物です。
※無担保コール翌日物は、日々の無担保コール翌日物で運用したと仮定した当社計算値です。
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

基準価額の主な変動要因（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、円建ての公社債および短期金融商品などへ
投資しました。

下落要因
●2024年３月中旬まで日銀によるマイナス金利政策が継続され、主要投資対象である短
期公社債や短期金融商品のマイナス利回りが続いたこと
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

投資環境について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

短期金利は上昇しました。

　世界的に高水準のインフレが続いたことや、欧米中央銀行による利上げの継続を背景に円安が
進行したことから、国内でも物価上昇率が高止まりし、ＣＰＩコア（生鮮食品除く消費者物価指
数）は前年比＋２％以上での推移となりました。この間、日銀は市場機能への配慮や物価上振れ
リスクへの対応として、長期金利（10年国債利回り）の許容変動幅の事実上の上限引き上げを行
うなど、イールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の運用を柔軟化しました。さらに、３月
に開催された日銀金融政策決定会合では、日銀当座預金付利金利を0.1％に引き上げることで、
無担保コール（金融機関同士のごく短期の資金の貸借）翌日物金利を０～0.1％程度で推移するよ
う促すことを決定したほか、イールドカーブ・コントロール政策を撤廃しました。
　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、年末越え運用ニーズが高まった10月に一時的に大きく低下
する局面もありましたが、３月中旬までは概ねレンジ推移となりました。その後、日銀がマイナ
ス金利政策を解除したことから、期末にかけて利回りは小幅なプラス圏へ上昇しました。

ポートフォリオについて（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

当ファンド

　期を通じて、「マネーインカム・マザーファンド」を高位に組み入れました。

マネーインカム・マザーファンド

　残存０年から１年３ヵ月までの円建て公社債および短期金融商品で構築したポートフォリオを
維持しました。また、マイナス利回りの影響を抑制することに配慮しながら、短期公社債の組入
れを行いました。
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

※基準価額は分配金再投資ベース
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（％）
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0.0

基準価額 参考指数

ベンチマークとの差異について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比
　当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数として無担保
コール翌日物を設けています。
　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰
落率の対比です。

分配金について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第16期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,502

　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
分配可能額および基準価額水準等を勘案し、
左記の通りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本
方針に基づき運用いたします。

CC_24162891_10_ost三住DS_米国ハイイールド債券F（為替ヘッジ型）_SMAMマネーインカムF（運用経過（交流用））.indd   28 2024/12/10   17:09:53



29－　　－

ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、「マネーインカム・マザーファンド」を高位に組み入れて運用を行います。

マネーインカム・マザーファンド

　国内景気は足踏みしているものの、先行きはインフレ鈍化や賃金上昇が内需のサポートとなり、
緩やかな回復基調に戻る見通しです。ＣＰＩコアの前年比伸び率は、政策効果によって＋２％台
に低下しており、先行きも輸入物価を起点とするコストプッシュ圧力の弱まりにより緩やかに減
速基調が続く見通しです。日銀はマイナス金利を解除しましたが、さらなる利上げへの警戒がく
すぶっていることから、短期金利へは上昇圧力がかかりやすいものと想定します。
　引き続き、残存０年から１年３ヵ月までの円建ての公社債および短期金融商品で構築したポー
トフォリオを維持し、利子等の安定した収益の確保を目指して運用を行います。

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

運用担当者に係る事項について（2023年４月１日現在）

運用担当部署の概要
　運用部、ファンドマネージャー数：111名、平均運用経験年数：15年（兼務者含む）
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

１万口当たりの費用明細（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 3円 0.034％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は10,040円です。
投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （1） （0.013）

（販 売 会 社） （2） （0.017）

（受 託 会 社） （0） （0.003）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 0 0.001 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （－） （－）

（そ の 他） （0） （0.001）

合 計 3 0.034

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

当期中の売買及び取引の状況（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
マネーインカム・マザーファンド 38,699 38,990 83,814 84,429

利害関係人との取引状況等（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

利害関係人との取引状況

ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

　当期中における利害関係人との取引等はありません。

マネーインカム・マザーファンド

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 2,328 953 41.0 － － －

※平均保有割合　36.9％

※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

組入れ資産の明細（2024年４月15日現在）

親投資信託残高

種 類
期 首（前期末） 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マネーインカム・マザーファンド 797,231 752,116 757,606

※マネーインカム・マザーファンドの期末の受益権総口数は1,858,052,855口です。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

投資信託財産の構成� （2024年４月15日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
マ ネ ー イ ン カ ム ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 757,606 99.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 3,010 0.4

投 資 信 託 財 産 総 額 760,617 100.0
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ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2024年４月15日現在）

項 目 期 末

(A)�資 産 760,617,636円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 950

マ ネ ー イ ン カ ム ・
マザーファンド(評価額) 757,606,687

未 収 入 金 3,009,999

(B)�負 債 3,021,862

未 払 解 約 金 3,009,999

未 払 信 託 報 酬 11,863

(C)�純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 757,595,774

元 本 754,706,094

次 期 繰 越 損 益 金 2,889,680

(D)�受 益 権 総 口 数 754,706,094口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,038円

※当期における期首元本額799,972,585円、期中追加設定元本額

39,695,193円、期中一部解約元本額84,961,684円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2023年４月14日　至2024年４月15日）

項 目 当 期

(A)�有 価 証 券 売 買 損 益 △���227,650円
売 買 益 13,229
売 買 損 △   240,879

(B)�信 託 報 酬 等 △����11,863
(C)�当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) △���239,513
(D)�前 期 繰 越 損 益 金 △�1,735,844
(E)�追 加 信 託 差 損 益 金 4,865,037

(配 当 等 相 当 額) (　73,611,831)
(売 買 損 益 相 当 額) (△68,746,794)

(F)�合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 2,889,680
次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 2,889,680
追 加 信 託 差 損 益 金 4,865,037
(配 当 等 相 当 額) (　73,621,194)
(売 買 損 益 相 当 額) (△68,756,157)
分 配 準 備 積 立 金 39,789,757
繰 越 損 益 金 △41,765,114

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公

社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

当 期

(a) 経費控除後の配当等収益 3,638,138円

(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0

(c) 収益調整金 73,621,194

(d) 分配準備積立金 36,151,619

(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 113,410,951

１万口当たり当期分配対象額 1,502.72

(f) 分配金 0

１万口当たり分配金 0

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

0円
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マネーインカム・マザーファンド
第16期（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

信託期間 無期限（設定日：2008年３月31日）

運用方針 主として、円貨建の短期公社債および短期金融商品に投資し、安定した収益の確保を目指します。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （参 考 指 数）

無 担 保 コ ー ル 翌 日 物 公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
期 中
騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
12期（2020年４月13日） 10,093 △0.1 100.80 △0.0 70.2 2,641
13期（2021年４月13日） 10,084 △0.1 100.76 △0.0 76.3 2,276
14期（2022年４月13日） 10,079 △0.0 100.73 △0.0 76.7 1,950
15期（2023年４月13日） 10,076 △0.0 100.69 △0.0 76.0 2,004
16期（2024年４月15日） 10,073 △0.0 100.67 △0.0 68.0 1,871

※無担保コール翌日物は、設定時を100として日々の無担保コール翌日物で運用したと仮定した当社計算値です。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （参 考 指 数）

無 担 保 コ ー ル 翌 日 物 公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率
（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2023年４月13日 10,076 － 100.69 － 76.0

４月末 10,076 0.0 100.69 △0.0 70.9
５月末 10,076 0.0 100.69 △0.0 71.7
６月末 10,075 △0.0 100.68 △0.0 76.7
７月末 10,074 △0.0 100.68 △0.0 72.4
８月末 10,074 △0.0 100.67 △0.0 75.3
９月末 10,074 △0.0 100.67 △0.0 74.7
10月末 10,073 △0.0 100.67 △0.0 69.6
11月末 10,074 △0.0 100.66 △0.0 75.5
12月末 10,075 △0.0 100.66 △0.0 72.5

2024年１月末 10,075 △0.0 100.66 △0.0 78.4
２月末 10,073 △0.0 100.66 △0.0 76.8
３月末 10,074 △0.0 100.66 △0.0 66.3

（期　　　末）
2024年４月15日 10,073 △0.0 100.67 △0.0 68.0

※騰落率は期首比です。
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マネーインカム・マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

基準価額等の推移

期 首 10,076円

期 末 10,073円

騰 落 率 －0.0％

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの参考指数は、無担保コール翌日物です。
※無担保コール翌日物は、日々の無担保コール翌日物で運用したと仮定した当社計算値です。
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純資産総額（百万円）：右軸

参考指数：左軸

基準価額（円）：左軸

基準価額の主な変動要因（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

　当ファンドは、円建ての公社債および短期金融商品などへ投資しました。

下落要因
・2024年３月中旬まで日銀によるマイナス金利政策が継続され、主要投資対象であ
る短期公社債や短期金融商品のマイナス利回りが続いたこと
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マネーインカム・マザーファンド

投資環境について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

短期金利は上昇しました。

　世界的に高水準のインフレが続いたことや、欧米中央銀行による利上げの継続を背景に円安が
進行したことから、国内でも物価上昇率が高止まりし、ＣＰＩコア（生鮮食品除く消費者物価指
数）は前年比＋２％以上での推移となりました。この間、日銀は市場機能への配慮や物価上振れ
リスクへの対応として、長期金利（10年国債利回り）の許容変動幅の事実上の上限引き上げを行
うなど、イールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の運用を柔軟化しました。さらに、３
月に開催された日銀金融政策決定会合では、日銀当座預金付利金利を0.1％に引き上げることで、
無担保コール（金融機関同士のごく短期の資金の貸借）翌日物金利を０～0.1％程度で推移する
よう促すことを決定したほか、イールドカーブ・コントロール政策を撤廃しました。
　国庫短期証券３ヵ月物利回りは、年末越え運用ニーズが高まった10月に一時的に大きく低下す
る局面もありましたが、３月中旬までは概ねレンジ推移となりました。その後、日銀がマイナス
金利政策を解除したことから、期末にかけて利回りは小幅なプラス圏へ上昇しました。

ポートフォリオについて（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

　残存０年から１年３ヵ月までの円建て公社債および短期金融商品で構築したポートフォリオを
維持しました。また、マイナス利回りの影響を抑制することに配慮しながら、短期公社債の組入
れを行いました。

ベンチマークとの差異について（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

　当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数として無担保
コール翌日物を設けています。
　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰
落率の対比です。
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２ 今後の運用方針

　国内景気は足踏みしているものの、先行きはインフレ鈍化や賃金上昇が内需のサポートとなり、

緩やかな回復基調に戻る見通しです。ＣＰＩコアの前年比伸び率は、政策効果によって＋２％台

に低下しており、先行きも輸入物価を起点とするコストプッシュ圧力の弱まりにより緩やかに減

速基調が続く見通しです。日銀はマイナス金利を解除しましたが、さらなる利上げへの警戒がく

すぶっていることから、短期金利へは上昇圧力がかかりやすいものと想定します。

　引き続き、残存０年から１年３ヵ月までの円建ての公社債および短期金融商品で構築したポー

トフォリオを維持し、利子等の安定した収益の確保を目指して運用を行います。

１万口当たりの費用明細（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要
(a) そ の 他 費 用 0円 0.001％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用（そ の 他） (0) (0.001)
合 計 0 0.001

期中の平均基準価額は10,075円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

国 内

千円 千円

国 債 証 券 271,161 －
(  273,000)

特 殊 債 券 2,057,228 －
(2,295,000)

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

利害関係人との取引状況等（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

利害関係人との取引状況

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 2,328 953 41.0 － － －

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害

関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。
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組入れ資産の明細（2024年４月15日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

国内（邦貨建）公社債

区 分

期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 270,000 270,503 14.5 － － － 14.5
(       －) (       －) (  －) (－) (－) (－) (  －)

特殊債券（除く金融債券） 1,000,000 1,001,717 53.5 － － － 53.5
(1,000,000) (1,001,717) (53.5) (－) (－) (－) (53.5)

合 計 1,270,000 1,272,220 68.0 － － － 68.0
(1,000,000) (1,001,717) (53.5) (－) (－) (－) (53.5)

※（　）内は非上場債で内書きです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

Ｂ　個別銘柄開示

国内（邦貨建）公社債

種 類 銘 柄
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円

国 債 証 券
335　10年国債 0.5000 120,000 120,249 2024/09/20

337　10年国債 0.3000 150,000 150,253 2024/12/20

小 計 － 270,000 270,503 －

特殊債券（除く金融債券）

215　政保道路機構 0.6690 200,000 200,098 2024/04/30

60政保地方公共団 0.6600 100,000 100,113 2024/05/21

218　政保道路機構 0.6600 100,000 100,149 2024/05/31

220　政保道路機構 0.6440 200,000 200,449 2024/06/28

222　政保道路機構 0.6010 100,000 100,250 2024/07/31

225　政保道路機構 0.5560 100,000 100,233 2024/08/30

64政保地方公共団 0.5440 100,000 100,211 2024/09/13

31　政保日本政策 0.5440 100,000 100,211 2024/09/13

小 計 － 1,000,000 1,001,717 －

合 計 － 1,270,000 1,272,220 －

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2023年４月14日から2024年４月15日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2024年４月15日現在）

項 目 期 末
(A) 資 産 1,875,805,766円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 602,272,094
公 社 債(評価額) 1,272,220,600
未 収 利 息 1,297,039
前 払 費 用 16,033

(B) 負 債 4,099,999
未 払 解 約 金 4,099,999

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,871,705,767
元 本 1,858,052,855
次 期 繰 越 損 益 金 13,652,912

(D) 受 益 権 総 口 数 1,858,052,855口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,073円

※当期における期首元本額1,989,263,317円、期中追加設定元本額

1,108,055,562円、期中一部解約元本額1,239,266,024円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

ＳＭＡＭ・グローバルバランスファンド（機動的資産配分型） 25,629,854円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2020（４資産タイプ） 96,450,922円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2025（４資産タイプ） 259,215,540円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2030（４資産タイプ） 201,333,396円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2035（４資産タイプ） 59,215,119円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2040（４資産タイプ） 44,151,579円

三井住友・ＤＣターゲットイヤーファンド2045（４資産タイプ） 70,837,458円

米国小型ハイクオリティファンド（毎月決算型） 99,128円

米国小型ハイクオリティファンド（資産成長型） 297,384円

ＳＭＡＭ・マネーインカムファンド＜適格機関投資家限定＞ 752,116,239円

ＳＭＡＭ・ＦＧマネーファンドＶＡ＜適格機関投資家限定＞ 348,706,236円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2023年４月14日　至2024年４月15日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 9,998,876円

受 取 利 息 10,242,127
支 払 利 息 △   243,251

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △10,689,577
売 買 損 △10,689,577

(C) そ の 他 費 用 等 △    18,050
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   708,751
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 15,064,643
(F) 解 約 差 損 益 金 △ 9,119,629
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 8,416,649
(H) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 13,652,912

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 13,652,912

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞
　該当事項はございません。

投資信託財産の構成 （2024年４月15日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 1,272,220 67.8
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 603,585 32.2
投 資 信 託 財 産 総 額 1,875,805 100.0
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